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７ 次の図のようなすべての辺の長さが等しい三角すいＯＡＢＣがあります。点Ｐは三

角すいの頂点のいずれかにあり，1 秒ごとに隣り合う点に移動します。点Ｐが頂点Ｏ
とな

から出発するとき，次の各問いに答えなさい。

(1) 点Ｐが出発してから 3 秒後に点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｏにあるような移動の仕方はそれぞ

れ何通りですか。

(2) 点Ｐが出発してから 4 秒後に点Ｏにあるような移動の仕方は何通りですか。
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(1) 3 秒後にＯにあるのは‥

1 秒後にＡにあるとき‥その後，Ａ→Ｂ→Ｏ，Ａ→Ｃ→Ｏの 2 通り。

1 秒後にＢ，Ｃにあるときも同様に 2 通りずつあるので，

全部で 2 × 3 ＝ 6 通り です。

また，3 秒後にＡにあるのは‥

1 秒後にＡにあるとき‥その後Ａ→Ｏ→Ａ，Ａ→Ｂ→Ａ，Ａ→Ｃ→

Ａの 3 通り。

1 秒後にＢにあるとき‥その後Ｂ→Ｏ→Ａ，Ｂ→Ｃ→Ａの 2 通り。

1 秒後にＣにあるときも同様に 2 通り。

よって，全部で 3 ＋ 2 ＋ 2 ＝ 7 通り です。

また，3 秒後にＢ，Ｃにあるのも同様に 7 通り。

以上の結果から，

Ａ；7 通り，Ｂ；7 通り，Ｃ；7 通り，Ｏ：6 通り です。

(2) (1)より，点Ｐが 3 秒後に，同じ点に戻るのは 6 通り，

となりの 1 つの点に移動するのは 7 通りある。

よって，4 秒後について，点ＰがＯにあるのは‥

点Ｐが 1 秒後にＡにあるとき‥その 3 秒後にＯにあるのは 7 通り。

点Ｐが 1 秒後にＢ，Ｃにあるときも同様に 7 通りずつある。

よって，全部で 7 × 3 ＝ 21 通り あります。

(3) 点Ｐが 4 秒後，Ｏにあるのは(2)より 21 通り。

また，4 秒後に点ＰがＡにあるのは‥

1 秒後にＡにあるとき‥ 6 通り。

1 秒後にＢ，Ｃにあるとき‥それぞれ 7 通りずつ なので，

全具で 6 ＋ 7 × 2 ＝ 20 通り。

また，4 秒後に点ＰがＢ，Ｃにあるのも同様に 20 通りずつ。

さらに，4 秒後→ 5 秒後の移動は，Ｏ→Ｏは 0 通り。

Ａ→Ｏ，Ｂ→Ｏ，Ｃ→Ｏはそれぞれ 1 通りずつ

あるので，5 秒後に点ＰがＯにあるのは

20 × 1 ＋ 20 × 1 ＋ 20 × 1 ＝ 60 通り です。
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